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身分 
教授 

担当科目 
経営組織論、ベーシック演習Ⅰ・Ⅱ、演習Ⅰ・Ⅱ 

最近の研究テーマ 
経営組織に関するフィールド・リサーチ 
組織学習・組織変革に関する研究 
組織文化・組織アイデンティティに関する研究 
社会的企業に関する研究 

主な著書・論文 
・ “Categorization and Boundary Objects at a Science-Based Start-up.” In Academy of Management Proceedings (Vol. 2019, 

No. 1, p. 13749) 
・ 「Argyris の研究の変遷とその背景の探究：個人と組織の統合から組織学習へ」『日本経営学会誌』第 42 号, 2019 年 
・ 「障害者の就労問題と社会的企業家：ワークスみらい高知・竹村代表の取り組み」『企業研究（中央大学企業研究）』第 28
号, 2016 年 

・ 「ベンチャー企業の成長と組織アイデンティティの適応的な可塑性：持続性と流動性の意味のマネジメント」『日本経営学

会誌』第 32 号、2013 年 
・ 「未知のイノベーションと組織アイデンティティ：相補的な発展のダイナミクスの探求」『組織科学』第 46 巻 3 号, 2013 年  
・ 「アクション・サイエンスの発展とその意義：経営現象の予測・解釈・批判を超えて」『経営学史学会年報』第 19 輯, 2012 年 
・ 「２つの起業家像とイノベーション：論理・科学モードとナラティブ・モード」『現代経営研究学会誌』第 2 号, 2011 年 
・ 「マネジメントにおける科学的知識の応用と日常実践のギャップの探究：科学の厳密性か、実践上の適切性かというジレン

マに着目して」『一橋ビジネスレビュー』56 巻１号, 2008 年 
・ 「組織的学習についての再考察：Argyris＆Schön 理論の意義付けと経営学的研究の反省」『日本経営学会誌』第 19 号, 

2007 年 
・ 「個人と組織の不調和の克服を目指して：アージリス前期学説の体系とその意義」『経営学史学会年報（企業モデルの多

様化と経営理論：21 世紀を展望して）』第 13 輯, 2006 年 
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